
               ４学年１組 理科学習指導案 
                                       日立市立河原子小学校 
１ 単元  とじこめた空気や水 
２ 目標 
 ○閉じ込めた空気や水に力を加えたときの現象に興味・関心をもち，進んで空気や水の性質について調べよう

としている。                                （関心・意欲・態度） 
 ○閉じ込めた空気や水を圧したときの様子から，閉じ込められた空気や水の性質を比較しながら考え，その違

いを説明することができる。                        （科学的な思考・表現） 
○空気や水の性質について正確に実験したり，空気や水の性質を利用して，工夫しておもちゃ作りをしたりし

ている。                                  （観察・実験の技能） 
 ○閉じ込めた空気と水に力を加えたときの体積や圧し返す力の変化などの違いを関係づけて理解している。 

（知識・理解） 
３ 単元について 
（１）教材観 

本単元は、学習指導要領２内容 A（１）を受け、閉じ込めた空気及び水に力を加え、その体積や圧し返す

力の変化を調べ、空気及び水の性質についての考えをもつことができるようにすることをねらいとしている。

空気を袋や容器に閉じ込めて力を加えたときの手応えから空気の存在を体感させ，さらに圧し返す力の変化

や体積の変化に気づかせるとともに，水との比較から，空気と水の性質の違いについて科学的な見方や考え

方をもてるようにしたい。 

（２）児童の実態 
   理科に対する意識調査（調査日５月２３日調査人数２４名）によると次のような結果であった。 
 あてはまる どちらかというとあてはまる どちらかというとあてはまらない あてはまらない 
理科の勉強が好き。 １８ ６   
自分の考えを進んで発表している。 ３ １１ ７ ３ 
観察や実験をすることがおもしろい。 ２４    
学習内容がよく分かる。 １５ ８  １ 

アンケートの結果から，理科の学習に興味・関心をもっており，実験や観察は意欲的に取り組んでいる。

一方，学習内容の理解については，不十分だと感じている児童もおり，自分の考えを進んで発表する児童が

少ない。また，学力診断テストの結果から，科学的な思考能力が乏しく，事象について科学的な観点から思

考を深めることが苦手であることが分かっている。 
（３）単元の系統 
   ４年 とじこめた空気や水     中学生 物質のすがた  エネルギー  
（４）指導観 

本単元では，普段あまり意識されることのない空気の存在や水の性質について，閉じ込めた空気や水の手

応えを体感する実験や体験時間を充分にとり、興味・関心を高めるようにする。また，一人一人の思考力を

高めるために、既習内容の確認やグループでの話し合いや実物を使った発表、絵や図を使った説明を行う。

そして、かしこさプランの重点目標である自分の考えを発言する場を充実させるため、グループ全員による

発表の場を設けたい。 
４ 学習計画（５時間扱い） 
  第１次 とじこめた空気     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

第２次 とじこめた水      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間 
時  観点別評価 判断状況（評価方法） 努力を要すると

判断された児童

への手立て 
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１ 閉じ込めた水を圧して，手

応えを調べる。 
○ ○   とじ込めた水の性質について自ら問

題を見いだし調べようとすることが

できる。 

とじ込めた水の性質について意

欲的に調べようとすることがで

きる。 

実験方法やそれらの存

在について助言する。 

２ 
本

時 

空気や水のはたらきを利用

して作ったおもちゃのしく

みを説明し，遊んでみる。 

 ○   例図や絵を利用し，ノートを見ながら

おもちゃのしくみを説明することが

できる。     ＜ノート・発表＞ 

おもちゃを操作し，自分の言葉で

おもちゃのしくみを説明するこ

とができる。 ＜ノート・発表＞ 

説明文を穴埋めにした

ワークシートを配付す

る。 
３ 学習内容をふりかえる。  ○  ○ 学習したことを例図やキーワードを

もとにまとめ，振り返ることができ

る。 

学習したことを自分の言葉でま

とめ，振り返ることができる。 
まとめ文を穴埋めにし

たワークシートを配付

する。 
 



５ 本時の指導 
（１） 目標 
    空気や水の性質についての既習内容を生かし，おもちゃのしくみを説明できる。 
（２） 準備・資料 
    おもちゃ（空気てっぽう，水てっぽう，シャワー），掲示用課題，発表用ボード（ホワイトボード），ワ

ークシート，キーワードカード，空気や水の性質について確認するためのカード 
（３） 展開    （●：配慮を要する児童への支援  ◆重点に関する取り組み  （評）：評価） 

学習活動及び内容形態 支援と評価 
１ 本時の学習課題をつかむ。  
 
 
 
２ おもちゃの遊び方の説明を考える。  
（１） 学習の見通しを立てる。  

・空気てっぽう，水てっぽうの実物

を見ながらキーワードを考える。  
・空気がちぢめられる  
・水がおされる  
 
 

 
（２） 発表の仕方を確認する。  
  ・ホワイトボードに図を書く。  
  ・図の下に説明文を書く。  
  ・実物を使って演示する。  
（３） 説明を考える。（個人）  

・筒の中の空気が動いて玉が飛んだ。  

・筒の中で縮められた空気が外に逃

げ出し，玉が飛んだ。  
・筒の中の水が押されて飛び出た。  
・筒の中の水が動いて水が出た。  

（４） グループで考えを伝え合う。  
（グループ）  

・棒で圧し縮められた空気が元に戻

ろうとして玉が飛び出した。  
・圧されて小さくなった空気が元に

戻ろうとして玉が飛び出した。  
・水は圧し縮められないから、圧さ

れた水が外に飛び出した。  
・水が圧されて玉が飛び出した。  

３ グループの考えを発表する。  
（１） グループでまとめたしくみの説明

を発表する。（グループ全員）  
（２） 説明をもとに空気と水の性質につ

いてまとめをする。  
空気てっぽうは、圧し縮められた空気

が元に戻ろうとするので玉が飛び出

す。水てっぽうは、水が圧し縮めるこ

とができない性質を利用し、水が飛び

出す。  
４ 本時の振り返りをする。  

・学習意欲を高めるため，前時までにまとめた空気と

水の性質についてカードを使って確認する。  
・空気と水を比較するため，空気グループと水グルー

プに分けておく。  
・てっぽうの遊び方については，危険を伴うこともあ

るので、注意するよう実物を示しながら確認する。 
・前時までで実験した、筒の中に閉じ込められた空気

や水を圧したときの手応えを思い出してキーワー

ドを考えるように助言する。  
◆前玉の飛び出し方やあと玉の動き方、水の出方に着

目するように助言し、空気や水の体積変化に気付く

ことが出来るようにする。  
・説明の発表はグループで行うことや発表するときに

は，演示しながら説明しても良いことを伝え，発表

意欲を高めたい。  
・発表は、一人一役とし、誰もが発表の場に参加でき

るようにする。  
●課題に取りかかれない児童には，空気と水の性質に

ついて書かれたヒントカードを使って考えるよう

助言する。  
◆絵や図を用いて説明してよいことを助言し，文章が

苦手な児童にも取りかかりやすいようにする。  
◆自分の考えを振り返り、思考を深めることができる

ようにするため、友達と自分の意見を比較しながら

話合いをするよう助言する。  
（評）既習内容を生かし，図や絵，言葉を使っておも

ちゃの遊び方の説明を書くことができたか。【ノー

ト・発表】  
 
 
 
 
・相手を意識した発表の仕方を確認し，良くできた児

童を賞賛する。  
・後の振り返りで，他のグループの発表の仕方につい

て書くよう伝え，発表の仕方について自分のグルー

プと比較しながら聞けるようにする。  
・圧し縮められた空気や水の体積変化について、視覚

的に捉えられるように、発表図や絵を用いながら説

明をする。  
◆自分の考えを発表することで，発表に対する自信を

深めたり，お互いの考えを認め合えるようにする。 
・自己評価をすることで，次時への学習意欲を高める

ことにつなげたい。  
 

 空気てっぽうと水てっぽうのしくみを説明

しよう。 


